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 ３月中旬、奥多摩・棒ノ折山 (969 ㍍ )

に出かけた。ガイドブックによれば、棒

ノ折山・岩茸石山は奥多摩ハイキン  

グの入門コースとのこと。ともあれ春の

日だまりの中の足慣らし山行である。  

 青 梅 線 ・ 川 井 駅 か ら 上 日 向 行 バ ス に

15 分ほど乗 り、終点上 日向に着 い たの

が 10 時 10 分。早速、大丹波川沿いの車

道を北に向かいテクテク歩く。道沿いに

百軒茶屋、中茶屋、奥茶屋などのキャン

プ場が看板を連ねている。 10 時 40 分、

奥 茶 屋 キ ャ ン プ 場 の 中 ノ 橋 を 渡 っ た 所

が棒ノ折山登山口。ここで 改めて身支度

を整え、ゴンジリ沢の登路に入る。しっ

か り 熊 除 け ベ ル を ぶ ら 下 げ て の 登 山 で

ある。  

ゴンジリ沢は急傾斜の狭い沢の中、猫

の 額 程 の 地 積 を な ら し て 砕 石 を 敷 き

段々に造成したワ サビ田が延々 と続 く。

こ の ワ サ ビ 田 を 親 子 代 々 受 け 継 ぎ 丹 精

しておられる農家の人のご苦労に、ただ

ただ脱帽である。  

11 時 10 分、登路は沢から離れ、右岸

の急斜面のジグザグ登りになる。大汗を

か い て や っ と 尾 根 筋 に 飛 び 出 し た の が

11 時半。棒 ノ折山の南 面を直路 、 山頂

まで突き上げる尾根である。杉の

植 生 が 昼 な お 暗 い 堂 々 た る 尾 根

道の登りに、気持ち良く高度を稼

ぎ 12 時 20 分、棒ノ折山山頂に到

着した。  

広々とした山頂広場は、かって

のカヤトの原が刈り払われ、霜融

け で 泥

ん こ で

ある。アズマヤやベンチのあちこちに先

客が陣取り、弁当を拡げている。北面の

眺望が素晴らしい。名栗湖を隔てて有間

山～蕨山の稜線、その奥に奥武蔵の山々

が連なり、遥か彼方には日光白根山や燧

ヶ岳が光り輝いて見えた。  

40 分間の大休止の後、岩茸石山経由

で御嶽駅に下ることにした。山頂に屯し

た人達は皆、名栗方面に下るらしく、ゴ

ンジリ峠を過ぎると人一人いない。雑木

林の中、散り敷いた落ち葉を踏みながら

１ 人 静

か な 山

歩 き と

な る 。

登 り 降

り の 繰

り 返 し

で は あ

るが、総じて下り一方ののどかなハイキ

ングである。 13 時 25 分黒山、 14 時 45

分岩茸石山、 15 時 45 分惣岳山と過ぎ、

御嶽駅到着は丁度 17 時だった。  
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